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【ICTイノベーション創出型研究開発】 

動的周波数管理技術を内在した超高分解能レーダによるリアルタイム周辺監視システムの研究開発 

【研究目的】 

雨・霧・煙霧などの環境下でも地震や土砂

崩れによる環境変化後のハザードマップ

をリアルタイム作成し，また瓦礫に埋もれ

た生存者など災害状況を正確に把握でき

る小型周辺監視電波センシングシステム

を開発する． 

【研究概要】 

複数の電波システムが混在する環境下で

も，周囲の複数目標物を高精度に検知する

与干渉・被干渉回避機能を備えたステップ

ド FM 方式 UWB によるリアルタイム周辺監

視電波センシングシステムを開発する．  

【期待される研究成果と社会的意義】 

研究成果：雨・霧・煙霧などの環境下でも

観測したデータをリアルタイムに解析し

てさらには与干渉・被干渉回避機能を搭載

した瓦礫下生存者までを検知可能なリア

ルタイム周辺監視システム 

社会的意義：雨・霧・煙霧などの環境下で

も，地震や土砂崩れによる環境変化後のハ

ザードマップをリアルタイム作成し，また

生存者など災害状況を正確に把握できる，

災害時に必要不可欠となる小型周辺監視

電波センシングシステムとして全国のさ

きがけとする． 
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研究代表者：松波　勲（北九州市立大学）
研究開発期間：フェーズⅠ：平成２５年度
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多変数多項式システムを用いた安全な暗号技術の研究開発 

研究代表者：安田貴徳 

公益財団法人 九州先端科学技術研究所 

研究開発期間：フェーズⅠ：平成 25 年度 

研究内容説明図 
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ヒューマンクラウドセンシングによる 

ユーザ参加型実世界リアルタイム情報検索技術の研究開発 
島田 敬士 （九州大学） 

研究開発期間：フェーズⅠ：平成 25 年度 

１ 研究開発の目的 
サービスに参加するユーザを実世界の状

況・情景に関する情報を収集するヒューマ

ンセンサと見立て，情報検索者から発信さ

れる実世界の「今」の情報に対するクエリ

をヒューマンクラウドセンシングにより獲

得するシステムを開発する．スマートフォ

ンを保有するユーザの高次視覚情報処理能

力を利活用することで，情報検索者のクエ

リに関する実世界の情報を観察，理解，応

答してもらうことが可能になる． 

２ 研究開発の概要 
情報検索者からの実世界の「今」の情報に対するクエリを満たすヒューマンセンサを検索する方法とヒューマンセンサから投稿さ

れる複数のタグ付画像から情報検索者のクエリを満足する投稿情報のみを抽出する方法を開発する．これらの研究開発結果を統合

して，ヒューマンクラウドセンシングによるユーザ参加型実世界リアルタイム情報検索の実現とその実証的実験を行う． 

３ 期待される研究成果及びその社会的意義 
リアルタイム実世界情報検索技術 いつでもどこでも知りたい情報を調べることができる 

ヒューマンクラウドセンシング 現在の状況認識技術では難しいより高度な実世界認識を行える 

情報の整合性検証技術 正確な情報をサービス享受者に提供することができる 

研究内容説明図 
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